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HZ908

第一級アマチュア無線技士「無線工学」試験問題

３０問２時間３０分

Ａ－１図に示す回路において、最初スイッチＳ,及びスイッチＳ２は開いた状態にあり、コンデンサＣｌ及びコンデンサＧに電荷は蓄

えられていなかった。次にＳﾜを開いたままＳ,を閉じてＣｌを１２０〔Ｖ〕の電圧で充電し、更に、Ｓ,を開きｓｏを閉じたとき、

Ｃｈの端子電圧が９０Ｗ〕になった。Ｃｌの繍竃容量が３〔且Ｆ〕のとき、Ｇの静電容量の値として、正しいものを下の番号か
ら選べ。

ｓ１ Ｓ，
１，Ｆ〕

２，Ｆ〕

３〔LLF〕

４〔似Ｆ〕

１
２
３
４ 120〔V〕 Ｇ

Ａ－２次の記述は、コイルの電気的性質について述べたものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選
べ。

コイルの自己インダクタンスは、コイルの「ｽｰｺに比例する。

コイルのリアクタンスは、コイルを流れる電流の［~１，に比例する。
コイルに流れる電流の位相は、加えた電圧の位相に対し90度[~E可。

(1)

(2)

(3)

Ａ

巻数

巻数

巻数

巻数の２乗

巻数の２乗

Ｂ

周波数

周波数の２乗

周波数の２乗

周波数の２乗

周波数

る
る
る

れ
む
れ
む
れ

Ｃ
遅
進
退
進
運

１
２
３
４
５

Ａ－３図に示す回路において、静電容量が１〔LLF〕のコンデンサに藩えられた電荷が３０〔｣LLC〕であるとき、抵抗Ｒの値とし

て、正しいものを下の番号から選べ。ただし．回路は定常状態にあるものとする。

〔ｋＱ〕

〔ｋＱ〕

〔ｋＱ〕

〔ｋＱ〕

〔ｋＱ〕

１０．５

２１

３１．５

４２

５２．５

Ｒ ２〔ｋＱ〕

１〔以旬４５〔Ｖ〕

Ａ－４図に示すＲＬＣ並列回路の共振周波数が３．５〔Ｍ１吃〕のとき、回路のＱの値として、最も近いものを下の番号から選べ。た

だし、抵抗Ｒは４．７〔ｋＱ〕及びコイルＬの自己インダクタンスは４２“Ｈ〕とする。

0.2

２

５．１

１９．６

３２

１
２
３
４
５

へ」ど尺 Ｌ交流繭源 尺 Ｃ
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Ａ－５図に示す回路において、スイッチＳを接（ＯＮ）にして直流電源Ｅから抵抗ＲとコイルＬに電流を流した。このときの時定数

の髄として、正しいものを下の番･号から選べ。ただし、Ｒを５０〔Ｑ〕、Ｌの自己インダクタンスを２０〔H〕とする。

〔ｓ〕

〔ｓ〕

〔ｓ〕

〔ｓ〕

〔ｓ〕

２
４
５

■
●

●

０
０
１
２
４

１
２
３
４
５

ＳＲ

Ｌ
Ｅ

Ａ－６負性抵抗特性を利用しているダイオードの名称を下の番号から選べ。

１ガンダイオード

２ツェナーダイオード

３発光ダイオード

４パラクタ

５ホトダイオード

Ａ－７次の記述は、トランジスタの周波数特性について述べたものである。「~~。内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号
から選べ。

トランジスタの電流増幅率の大きさが、その周波数特性の平坦部における値の[~X~]になるときの周波数を「百一]周波数
という。この周波数が「て~コほど高周波特性の良いトランジスタである。

厄
厄
厄
２
２

Ａ
〃
〃
Ｕ
Ｕ
Ｕ

Ｂ

遮断

トランジション

遮断

トランジション

遮断

３
Ｊ
１
１
１

○
し
、
し
Ｄ
ｖ
Ｉ
ｂ
ｂ

Ｃ
低
高
高
低
高

１
２
３
４
５

Ａ－８図に示す直列(電流)棉還直列注入形の負帰還増幅回路において、入力インピーダンスＺ及び出力インピーダンスｚｂの値は

負帰還をかけない時と比べてどのように変化するか。２１と２８の値の変化の組合せとして、正しいものを下の番号から選べ。

ZＩ

増加する

墹加する

減少する

減少する

Z，

増加する

減少する

増加する

減少する

１
２
３
４

９
円

【
】

【
】

増幅回路

』
入力インピーダンス２１ 出力インピーダンスＺ，

Ａ：噌幅度

β：帰還率
帰還回路

β

Ａ－９次の記述は､位相同期ループ（ＰＬＬ）について述べたものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号
から選べ。

ＰＬＬは､二つの入力信号を比較する位相比較器、この出力に含まれる不要な成分を除去するためのｒﾊﾟｰ]及びその出力に
応じた周波数を発振する「百~]の三つの主要部分で榊成される。また、これを用いて「て-コを作ることができる。

Ａ

低迩蝿フィルタ

低域フィルタ

低域フィルタ

高城フィルタ

高城フィルタ

Ｂ

水晶発振器

電圧制御発振器

遜圧制御発振器

水晶発振器

電圧制御発振器

Ｃ

ノイズプランカ

周波数シンセサイザ

ノイズプランカ

周波数シンセサイザ

ノイズプランカ

１
２
３
４
５
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A－１０図は、３端子接続形のトランジスタ発振回路の原理的構成を示したものである。この回路が発振するときのリアクタンスＸ,、

ｘｈ及びxbの特性の正しい組合せを下の番号から選べ。

Ｘ１
誘導性

誘導性

容量性

容量性

ｘｈ
容量[性

誘導性

容量性

誘導性

鞄
誘導性

容量性

容駄性

誘導性

１
２
３
４

Ｘ１１

xｂ

脇

Ａ－１１ＡＭ電信電話送信機において、電信(A1A)及び電話(A3E)の送信せん頭電力が同一のとき、電話(A3E)送信に用いる場合の

無変調時の出力電力(搬送波電力)瓜と、砿信(A1A)送信に用いるときの連続信号送信時の出力電力Ｐｂとの比(Bk/Pb)の値とし
て、正しいものを下の悉号から選べ。

1／６

１/５

１/４

１/３

１/２

１
２
３
４
５

A－１２次の記述は､図に示すデジタル伝送系の原理的な鱗成例について述べたものである。[￣]内に入れるべき字句の正しい組
合せを下の悉号から選べ。

(1)標本化とは．一定の［~X-lで入力のアナログ信号の振幅を取り出すことをいい、標本化回路の出力は、パルス振幅変調
（PAM)波である。

(2)標本化回路の出力の振幅を所定の幅ごとに区切ってそれぞれの領域を1個の代表値で表し、アナログ信号の振幅をその代表

値で近似することを餓子化といい、量子化ステップの数がE-Iラー1ほど風子化雑音は小さくなる。

(3)復号化回路で復号した出力からアナログ信号を復調するために用いる補間フィルタには、「て可が用いられる。

送信側 受信側
ＰＣ-.-.-●～･…･■･－.－．－．－．－．－－゜･勺￣･●､－－－~~｡~－－．､

出力

ナログ信号）

入力

(アナログ信一

Ｕ
けｇ＝

８

号）；

Ｂ

少ない

多い

多い

少ない

Ｃ

高城フィルタ

低域フィルタ

高城フィルタ

低域フィルタ

Ａ

時間間隔

時間間隔

信号対雑音比

信号対雑音比

１
２
３
４

A－１３次の記述は、テレビ受像機の障害状況について述べたものである。このうちアマチュア無線局の発射電波が原因と考えられる

ものを下の番号から選べ。

１変化するしま模様が画面全体に現れて、何日も長時間連続している．

２画像に二mi三重の影が現れる。

３雪が降るような画面が現れる。雨や風などの天候で変わる。

４画面に斜のしま模様が現れる。障害が不定期で短時間で断続することが多い。

５白くて小さな点々模様が画面全体に現れて、点滅しながら横に動く。
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Ａ－１４図に示す高周波噌幅部の同調回路において、可変コンデンサＱの殴大繍電容澱が２５０〔pF〕、最小静電容瞳が３０〔p口で

あった。このとき受信できる最低受信周波数を１．９〔HmIz〕とするための同調コイルムのインダクタンスの値として、限も近い

ものを下の番号から選べ。ただし、同調回路全体の潔遊（浮遊）容量は３０〔pF〕とする。また、コイルＬ,の影響は無視するも
のとする。

２．５ＱＬＨ〕

６．３〔江IＵ

１０ＱＬＨ〕

２５〔似Ｈ〕

４０〔仏Ｈ〕

１
２
３
４
５

受信アンテナ

A－１５次の記述は、ＡＭ（A3E）受信機に用いられる二乗検波器について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から

選べ。

１出力は、入力の搬送波の振幅の二乗にほぼ比例して大きくなる。

２出力を低域フィルタに通すと復調出力が得られる。

３入力レベルが大きいとき、直線検波器に比べて復調出力のひずみが小さい。

４復調出力に含まれるひずみの主成分は、変調信号の第二高調波である。

A－１６次の記述は､等価雑皆温度について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の悉号から選べ。

(1)微弱な信号を受信する衛星通信における受信系の雑音は、受信アンテナを含む受信機自体で発生する雑音とアンテナで受信さ

れる宇宙からの外来雑音などの電力和を、低雑音増幅器入力やアンテナ入力に換算した雑音電力で表す。

(2)この雑音遜力の値が､絶対温度Ｔ〔K〕の[=~7『可から発生する「面可の砿力値と等しいとき、Ｔをアンテナを含む受信機シ
ステム全体の等価雑音温度という。したがって、受信機の周波数帯域幅をＢ〔Ｈz〕、ボルツマン定数をＡ〔J/Ｋ〕とすると、

このときの雑音電力fhは､凡＝「５－］〔ｗ〕で表される。

Ｃ
緬
馳
秘
”
”

Ｂ

熱雑音

ショット雑音

熱雑音

ショット雑音

熱雑音

Ａ》鍛辨辨辮
１
２
３
４
５

A-17次の記述は、図に示す並列形定電圧回路の動作について述べたものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の

番号から選べ。

出力電圧が上昇すると、トランジスタＴｒのコレクタとエミッタの間の電圧が上昇するが、トランジスタＴｒのコレクタとペー

ス間はｒ７Ｉ可により一定電圧に保たれているので、エミッタとペース間の電圧が回し、コレクタ電流が卿加する。したがっ

て抵抗Ｒｌにおける麺圧降下が□二コし、旧力電圧の上昇を抑える。また、反対に出力電圧が低下するとこの逆の動作をして、
出力電圧の低下を抑える。

Ｒ１Ｃ

減少

増加

減少

減少

噌加

Ｂ

減少

墹加

噌加

減少

増加

Ａ

パラクタダイオード

パラクタダイオード

ツェナーダイオード

ツェナーダイオード

ツェナーダイオード

１
２
３
４
５

力入
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A-18図は、電源として用いられるＤＣ－ＤＣコンバータの構成例を示したものである。「~－ｺ内に入れるべき字句の正しい組合
せを下の番号から選べ。

Ｂ

変圧器

充電器

定電流回路

変圧器

定電流回路

Ａ

定電圧回路

定電圧回路

定電圧回路

インバータ

インバータ

１
２
３
４
５

入力 出力

Ａ-19次に挙げるアンテナのうち、進行波アンテナとして動作するものを下の番号から選べ。

１キュピカルクワヅドアンテナ

Ｚ八木アンテナ

３ダイボールアンテナ

４コリニアアレーアンテナ

５ロンピックアンテナ

A－２０次の記述は、ホーンアンテナ（電磁ラッパ）の特徴について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１ホーンのijMき角を変えても、ホーンUlll]面の面麟が一定の場合には利得が変わらない。

２反射鏡付きアンテナの一次放射器として川いられることが多い。

３主にマイクロ波以上の周波数で使用されている。

４導波管の先端を円すい形、角すい形等の形状で開口したアンテナである。

５櫛造が簡単であり調整もほとんど不要である．

A-21次の記述は、月面反射(ＥＭＥ)通信について述べたものである。トコ内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から
選べ。

(1)月面反射通信は、電離層を通過できるような高い周波数帯の麺波を約３８万〔ｋｍ〕離れた月に向けて発射し、月面で反射さ

れた電波を受信して通信を行うものである。伝搬減衰が大きいため、大飽力送信機､高利得アンテナ及び「ﾌﾍﾟｺが必要である．

(2)送信電波が地球から月まで往復するのに要する時間は「百~]であり、月と地球上の観測者との相対運動による「E~]効果
により、戻ってきた送信電波は送信周波数から少し離れた周波数で受信される。

Ａ

高感度受信機

高感度受信機

高感度受信機

広帯域受信機

広帯域受信機

秒
秒
秒
秒
秒

５
５
５
５
５

２
１
１
１
２

Ｂ
約
約
約
約
約

Ｃ

ドプラ

ドプラ

ショットキー

ドプラ

ショットキー

１
２
３
４
５

Ａ－２２相対利得３〔｡B〕、地上高２０〔ｍ〕の送信アンテナに、周波数１５０〔ＭＨｚ〕で５０〔Ｗ〕の電力を供給して電波を放射したと

き、最大放射方向における受信電界強度が４０〔｡B〕（１〔１Ｖ/ｍ〕をＯ〔｡B〕とする。）となる受信点と送信点間の距離の値

として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、受信アンテナの地上高は１０〔ｍ〕とし、受信点の電界強度Ｅは、次式で与

えられるものとする．

E-Eb生;:;△〔V/m〕易：送偏ｱﾝﾃﾅによる直接波の電界強度〔V/m〕
ｂ,処：送信、受信アンテナの地｣二高〔ｍ〕

１１１．９〔ｋｍ〕 入：波長〔ｍ〕

２２９．７〔ｋｍ〕 。：送受信点間の距離〔ｍ〕

３３８．８〔ｋｍ〕

４４６．３〔ｋｍ〕

５５１．４〔ｋｍ〕
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Ａ－２３次の記述は、短波（ＨＦ）帯の滋波伝搬におけるフェージング現象について述べたものである。このフェージング現象の名称

として、正しいものを下の番号から選べ。

電離圏の高さや電子密度、使用周波数の関係により、受信点において、送信点からの電離膳反射波が受信できたり、送信峨波が

電離層を突き抜けるため受信不能になったりする現象で、主としてＨＰ帯で生ずる。

１吸収フェージング

２Ｋ形フェージング

３偏波フェージング

４干渉フェージング

５跳腿フェージング

Ａ－２４図に示す直流電圧計を用いた測定回路において、スイッチＳをａに接続したとき．測定可能な最大電圧が２０〔Ｖ〕であった。

Ｓをｂに接続したときの測定可能な般大電圧の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、直流誼圧計の最大目盛値

を５Ｗ〕とする。

１
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

ｖ
ｖ
ｖ
Ｖ
ｖ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

０
５
０
５
０

４
４
５
５
６

１
２
３
４
５

150〔ｋＱ〕ａ

①
n
LI

直流電圧計 定端子

次の記述は､図に示す榊成によるＳＳＢ（Ｊ３Ｅ）送信機の出力繭力の測定方法について述べたものである。Ｆ]内に入

れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、同じ記号の[司内には、同じ字句が入るものとする。

Ａ－２５

(1)低周波発振器の発振周波数を1,500〔Ｈz〕とし、その出力をレベル計で監視して常に一定に保ち、可変減衰器を変化させ

てＳＳＢ送信機への変調入力を順次増加させ、ＳＳＢ送信機から擬似空中線に供給されるＥ~X~]をＣＭ形電力計の入射飽力
と反射電力の差から求める。

(2)この操作をＳＳＢ送信機の出力遜力が最大になるまで繰り返し行い、変調入力対出力電力のグラフを作り、［~百~]を読みと

る。このときの「百~]の値がＳＳＢ送信機から出力されるＪ３Ｅ電波の[~で可となる．

Ｂ

平均電力

飽和電力

飽和電力

飽和電力

平均電力

Ｃ

飽和電力

せん頭電力

せん頭電力

平均電力

飽和電力

Ａ

せん頭電力

せん頭電力

平均電力

平均電力

平均電力

１
２
３
４
５
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Ｂ－１次の記述は、静電気の現象について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

(1)図に示すように、スイッチＳを開いた状態で正(+)に帯電している物体ａを中空の導体ｂで包むと、ｂの内面には[~テコ

の電荷が現れ､ｂの外側の表面にはｒ７~]の電荷が現れる。この現象を「ﾗｰｺという。
(2)次に、Ｓを閉じて導体ｂを接地すると、ｂの外側の表面の電荷は大地へ逃げ、ｂの外側に帯電していない物体ｃを近づける

と物体ｃは物体ａの影響を[~王可。これを「ﾗ下.という。

５静繭遮へい

1０受ける

１負２自己誘導３正４誘電分極

６艀電誘導７磁気遮へい８受けない９電磁誘導

Ｂ－２次の記述は、ホトダイオードの動作について述べたものである。Ｆ)内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

ＰＮ接合ダイオードに[~ﾃｰ]電圧を加え、接合面に光を当てると、光のエネルギーが吸収されて．光の強さに[~孑司した数
の正孔と電子の対が生じ、接合部の電界によって電子は｢~ﾗ可の方向へ正孔は「ヱｰｺの方向へ移動して電流がｒ牙司する。

５増加

1０高周波

１順方向

６減少

２逆方向

７Ｐ形

３比例

８Ｎ形

４反比例

９交流

Ｂ－３次の記述は、ＤＳＢ(Ａ３Ｅ)受信機のＡＧＣ回路について述べたものである。「￣]内に入れるべき字句を下の番号から選

べ。ただし、同じ記号の[ヨ内には、同じ字句が入るものとする。

ＡＧＣ回路では､［~テオ出力から「7-ｺ電圧を取り出し、この祗圧をｒ百一lなどに加える．入力信号が[~王可場合には、
この電圧が大きくなって「ﾗｰ]などの増幅度を低下させ、また、入力信号が匠子可場合には、増幅度があまり減少しないよう
うに自動的に増幅度を制御する。

５強い

1０周波数混合器

２局部発振器

７直流

３電力増幅器

８交流

４中間周波増幅器

gＢＦＯ

１検波器

６弱い

Ｂ－４次の記述は､電波雑音について述べたものである。［司内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、同じ記号の

Ｆ]内には、同じ字句が入るものとする。

(1)受信装随のアンテナ系から入ってくる電波雑音は､［~テオ及び自然雑音に大きく分類され､「ﾗｰﾆｰlは各種の電気設徽や電

気機械器具等から発生する。

(2)自然雑音には．［~ﾌﾞr可による空電雑音のほか、太鵬から到来する太陽雑音及び他の天体から到来する［-万コがある。こ
れらの自然雑音のうち、特に短波(B、帯以下の周波数帯の通信に最も大きな影響があるのは「王~]である。また、［~ﾗｰ｜

は、［~矛~]のように微弱な電波を受信する場合には留意する必要があるが､一般には通常の通信に影響のない強度である。

５太陽雑音

1０熱雑音

１空電雑音

６コロナ雑音

２人工雑音

７グロー放電

３宇宙雑音

８短波帯通信

４雷

９宇宙無線通信

Ｂ－５次の記述は、可動コイル形電流計の誤差の要因について述べたものである。このうち正しいものを１、誤っているものを２

として解答せよ。

ア使用状態における計器の姿勢の影響

イうず電流の発生による影響

ウ外部磁界による影響

エ外部光による影響

オ周囲温度の変化による影響

(HZ908-7)Ｉ



平成１９年８月期

第一級アマチュア無線技士「無線工学」合格基準及び正答

１試験問題記号HZ-908 (３０問２時間30分）

２合格基準

満点及び合格点満点１５０点合格点１０５点

配点内訳 Ａ問題２５問（1問5点）

Ｂ問題５問（1問5点、ただし、 小設問各１点）

正答３

】一二一三一’一一二三一二１
Ａ問題

問題 正答

〔Ａ－１〕 １

〔Ａ－２〕 ５

〔Ａ－３〕 ２

〔Ａ－４〕 ３

〔Ａ－５〕 ２

〔Ａ－６〕 １

〔Ａ－７〕 ３

〔Ａ－８〕 １

〔Ａ－９〕 ２

〔Ａ－１０〕 ４

〔Ａ‐１１〕 ３

〔Ａ－１２〕 ２

〔Ａ‐１３〕 ４

〔Ａ－１４〕 ４

〔Ａ－１５〕 ３

〔Ａ－１６〕 ５

〔Ａ‐１７〕 ５

〔Ａ－１８〕 ４

〔Ａ－１９〕 ５

〔Ａ－２０〕 １

〔Ａ－２１〕 １

〔Ａ－２２〕 ２

〔Ａ－２３〕 ５

〔Ａ－２４〕 ３

〔Ａ－２５〕 ３

Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ－１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

３

６

８

５

〔Ｂ‐２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

３

８

７

５

〔Ｂ－３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

７

４

５

６

〔Ｂ－４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

４

３

１

９

〔Ｂ－５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

２

１

２

１


